
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県大隅地方は急速に過疎化が進み、耕作放棄地が増加また農業担い手も減少してい

る。大都市の消費地市場から遠隔であり、物流の側面で大きなハンディとリスクを負って

いる。そうしたなかで、収穫した野菜など農産物を取引先と契約化し、また作業工程を IT

により管理するシステムを構築することで、市場での価格に左右されることがなく、また

気象条件の変化などを事前にシステムに組み入れて作業を管理することにより、経営が安

定また計画的な増資が可能となった。こうしたリスクマネジメントを通じて、農業が持続

的に発展していくことを、当社の事例を通じて紹介する。 

 

 

大学卒業後 24 歳で就農。コンビニおでん用ダイコンの契約栽培拡大を通して、98 年か

ら生産工程・投資・予算管理の「見える化」に着手。これらを進化させた「IT 活用による

工程管理システム開発」に投資し続けている。現在、150ha の作付面積で、青汁用ケー

ル、ポテトチップ用ジャガイモ、キャベツ・ピーマンなどを生産し提携メーカーへ全量出

荷する。「契約数量・品質・納期は完全 100%遵守」がポリシー。03 年にトウモロコシ

事業に参入。コーンサイレージ製造販売とデントコーン受託生産管理を組み合わせた畜産

ソリューションを日本で初めて事業化。08 年から食品加工事業に進出。剣道 7 段。『Ａ－

1 グランプリ』（農業技術通信社）大賞受賞。 
 

＜申込み方法＞ 事前申込み不要。当日参加できます。 

＜お問合せ先＞ 東京農業大学総合研究所研究会事務局（担当：宮下・杉本）nri@nodai.ac.jp 

東京都世田谷区桜丘 1－1－1 Tel03-5477-2565  Fax03-5477-2634

 

リスクへの果敢な挑戦が 
   農業に新しい沃野を拓く 

講演の概要 

講演者略歴 

東京農業大学総合研究所フォーラム（講演会）のご案内 

農業生産法人 株式会社さかうえ 

 代表取締役社長 坂上 隆 氏

●日時 ５月１６日（木）16:20～17:50 

●会場 世田谷キャンパス１号館 431 教室 


